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Comparative analysis of the characteristics
of retirement homes and their residents in urban and rural areas
　This study’s aim is to propose measures for the planning of residences for the elderly needing care 
services in rural areas. In our research we investigated the characteristics of existing retirement homes 
and their residents in Miyazaki and Oita prefectures.
　Data were collected from retirement homes from both prefectures which is available on the official 
website responses and from responses to a questionnaire distributed at 270 retirement homes. The 
response rate from questionnaires was 33.7% (91 homes). Our results indicated that retirement homes 
built after 2006 accounted for 82.2% of retirement homes. Building retirement homes have expanded 
quickly during the past five years. Rents in urban areas for housing were expensive in comparison with 
the rural areas. However, the housing in urban areas were locations favorably situated for city services; 
whereas the rural areas houses, though less expensive, were not well situated for access to services. 
Elderly individuals who needed only light care and those who needed a high level of care lived in 
same retirement homes. The majority of residents who had moved to the retirement home from their 
own house had been living alone but were concerned personal safety. Common reasons for leaving 
retirement housing were serious illness and death.












　平成 23 年 10 月には、高齢者の住まいの柱として
「サービス付き高齢者向け住宅１）」（以下、サ高住）が
制度化され、登録が開始されている。平成 24 年 9 月
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ある。2 次調査の回収率は、配布数 270 ホームに対し


























平成 23 年 7 月現在 335 ホームであった。平成 22 年
の特別養護老人ホームの整備数は宮崎県 73 施設、大



































































　入居定員は、10-29 名が 126 ホーム（46.7%）で約
半数を占め、次いで、30-49 名が 78 ホーム（28.9%）、
10 名未満が 43 ホーム（15.9%）とつづく。50 名以上
の大規模ホームは 23 ホーム（8.5%）であった。残差
により都市規模の特徴をみると、中都市では 10 名未







小さいが、小都市 A・B では改正後に 30 名以上のホー
ムの比率が高くなっている。小町村では、改正前は 10
名未満のホームと 30 名未満のホームが中心だったが、














ホーム 94 ホームについてその額をみると、10 万円未
満が 47.9%、20 万円未満が 31.9% で、これについて
もおおむね都市規模が小さくなると一時金の額も低く
なる傾向にあった。
　月額利用料は（表 3）、月 7 万円以上 10 万円未満が
160 ホーム（59.3%）で大半を占め、5 万円以上 7 万
円未満が 52 ホーム（19.3%）、10 万円以上 15 万円未
満が 41 ホーム（15.2%）とつづく。残差により都市規
模の特徴をみると、中都市では月 7 万円以上 10 万円


















　入居者の年齢構成は（表 4）、85 歳以上が 53.6%、
























　入居者の認知症の罹患率は（図 3）、50% 以上 70%
未満が 23 ホーム（25.3%）、70% 以上 90% 未満が 19
ホーム（20.9%）、90% 以上が 16 ホーム（17.6%）で
あり、罹患率 50% 以上のホームが 6 割以上を占めてい
る。
　統計解析による都市規模の特徴は認められなかった





　単身者の入居率をみると（図 4）、単身者が 90% 以
上のホームは 77 ホーム（84.6%）で、70% 以上を合
わせるとほぼすべてのホームが該当する。
　統計解析による都市規模の特徴は認められなかった






































一県内は 14.9% で、県外は 2.9% あった。
　残差により都市規模の特徴をみると、中都市は近隣




























停が 69 ホーム（73.4%）で大半を占め、駅が 25 ホー
ム（26.6%）であった。統計解析からは都市規模によ
る差は認められなかった。
　 乗 り 場 ま で の 距 離 は、300m 程 度 が 29 ホ ー ム





































として、ホームの個室率をみると、90% 以上が 63 ホー
ム（67.0%）、70% 以上 90% 未満が 12 ホーム（12.8%）
であり、約 8 割のホームで個室率が 70% 以上である。
























































　自社サービスの利用率は（図 8）、利用率が 90% 以























からが 52.4%、「要支援から」が 25.4% で、8 割弱が
軽度以下を想定している。統計解析による都市規模の
差は認められなかったが、比率でみると中都市と小都














たのは 64 ホーム（67.4%）で、約 3 割は居住継続困
難としている。認知症が発症した場合に居住が可能と
















　定員の充足率は、90% 以上が 69 ホーム（73.4%）、











　一か月あたりの問い合わせ件数は、全体的に 1 ～ 3
件が多いが、都市規模が大きい中都市や小都市 A では
問合せ件数が 10 件以上のホームもあった。
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